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１　日中観光交流の現状と目標
日中観光交流の現状と目標を、アウトバウンド、インバウンド（ビジット・ジャパン・キャンペーン）、北海道宣言の数値目標から見てみると次の通りである。
図表１－１　アウトバウンドの数値目標から
	
	2005年
実績
万人
	2010年
目標
万人
	

	日本から世界
	１７４０
	２０００
	１．１４


２　問題意識と先行研究
日中観光交流を拡大するための条件にはどのようなものがあるか。
○×大学○×学部○×学科では2000年から中国・北京への観光研修を実施しており、観光研修に際して獲得された調査データの積み重ねがある。2000年の研修参加学生を対象とした調査結果から、主な発見事実を整理すれば次の通りであった。
３　結論
以下、本文をこのスペースに記述してゆくようにして下さい。
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